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1, 281, 474
昭和63年度の区内鉄道各駅1日当たりの
平均乗降吉敷の合計です( 通過は除く) 。区内
には、亀有駅( 葛飾区) を含めて17駅( 北千
住は路線別に4駅に数える) 、最少は堀切駅の
3, 633人、最大は北千佳で752, 273人です。

北千住駅が
広く 明るく きれ いに 変わります

足立区 表玄関、北千住駅。「J R 、東武線、地下鉄が乗り入れていて便利だけど、う ルヽ ユはオごしヽし、

地下道は狭苦しいし…」

こんなまち必声t 返上しようと、現在、北千住駅と4, フS周辺びS

北千住駅包名実ともに区t 代表オ3 シこ。ポしに一
行政、民間、住民が力t 合わせ、北千佳駅t より安全て、より快適な環境にしようと取り組ん? います。

東
武
線
上
下
ホ
ー
ム
が

来
冬
ま
で
に
広
が
り
ま
す

東
武
線
北
千
住
駅
の
上
下
ホ
ー

ム
が
、
来
冬
ま
で
に
拡
幅
さ
れ
ま

す
。現

在
の
上
り
ホ
ー
ム
幅
が
口
倍

広
が
っ
て
約
1
4び
に
、
下
り
ホ
ー

ム
幅
は
卜
び
広
げ
て
約
裨
い
と
な

り
ま
す

。

北
千
住
駅
は
。
都
内
有
数
の
夕
I

ミ
ナ
ル
駅

。
J
R

常
磐
線
、
東

武
伊
勢
崎
線
。
地
下
鉄
日
比
谷

線
・
千
代
田
線
が
連
絡
し
、
各
線

か
ら
の
乗
り
換
え
客
で
東
武
北
千

住
駅
の
利
用
者
は
、
1
日
平
均
2
4

万
人
。
ラ
ッ
シ
ュ
の
ピ
ー
ク
時
に

は
そ
の
3
0
%
が
集
中
し
、
特
に
着

ぷ
く
れ
ラ
ッ
シ
ュ
と
言
わ
れ
る
冬

季
の
混
雑
は
、
利
用
者
が
身
の
危

険
を
感
じ
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
混
雑
を
緩
和
さ
せ
る
抜
本

的
な
対
策
と
し
て
。
東
武
鉄
道
と

帝
都
高
速
度
交
通
営
団
(
地
下
鉄
)

は
、
東
武
北
千
住
駅
の
立
体
化
に

よ
る
大
改
良
を
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
立
体
化
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
た
め
。
そ
の
間
の
暫
定
処
置

と
し
て
、
現
在
の
ホ
ー
ム
を
大
幅

に
拡
幅
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

工
事
は
す
で
に
2
月
末
か
ら
始

め
ら
れ
、
下
り
ホ
ー
ム
を
J
R

側

に
寄
せ
、
そ
の
後
上
り
ホ
ー
ム
を

拡
幅
。
来
冬
(
来
年
1
月
ご
ろ
)

ま
で
に
は
完
成
す
る
見
込
み
で

す
。

こ
の
拡
幅
に
よ
り
、
朝
夕
の
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
が
大
き
く
緩
和

さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
工
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
東
武
鉄
道
広
報
セ
ン
タ
ー

酋
6
2
1
5
0
6
1
へ
。

下
り
ホ
ー
ム
8
.
4
a

奉
1
0
aに

上
り
ホ
ー
ム
1
.
4
a

↓
1
4黔
に

地
下
道
が

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
空
間
に

北
千
住
駅
の
地
下
道
が
拡
幅
さ

れ
、
魅
力
あ
る
快
適
な
空
間
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
東
西
自
由
地
下
道
は
、
線

路
の
東
側
と
西
側
の
地
域
に
佳
む

人
々
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
は
も

と
よ
り
防
災
面
か
ら
も
重
要
な
通

路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
狹
い
う
え
に
老
朽
化

が
目
立
ち
、
安
全
性
、
快
適
性
の

面
か
ら
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
区
で
は
、
東
武
鉄
道
と
J
R

の
協
力
を
得
て
通
路
を
拡
幅

し
、
あ
わ
せ
て
明
る
く
快
適
な
空

間
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

現
在
の
通
路
幅
4
.
5び
を
7
.
5む
に

広
げ
、
東
西
開
口
部
階
段
部
分
に

は
車
イ
ス
用
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

し
ま
す
。

広
げ
た
通
路

約
7
0口
の
天

井
、
壁
、床
に

は
内
装
を
ほ
ど

こ
し
、
フ
ァ
ン

タ
ジ
ッ
ク
で
夢

の
あ
る
、
快
適

空
間
を
創
造
し

ま
す
。

ま
た
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
チ
ャ
イ
ム
な

ど
に
よ
る
時
刻

の
お
知
ら
せ
、

壁
面
の
装
飾
を

季
節
で
変
化
さ

せ
る
演
出
な
ど

も
検
討
中
。

現
在
工
事
中

で
、
完
成
は
来

年
3
月
末
ご
ろ

の
予
定
で
す
。

駅
の
魅
力
を
高
め
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
、

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
土

木
部
計
画
調
整
課

一一
8
8
0
5
2
0
1

北千住駅東西自由地下遭イメージ図

朝の 東武 北千 住駅 。来冬 まで には ホー ムが 広 がり ます

東武北千住駅ホーム拡幅概要図

東
口
線
路
沿
い
2
7
0
㍍
に

絵
の
あ
る
道
が
誕
生

北
千
住
駅
東
側
の
東
武
線
線
路

沿
い
の
道
を
明
る
く
楽
し
い
絵
の

あ
る
道
に
、
名
付
け
て

「
ウ
ォ
ー

ル
ー
ク
リ
ェ
イ
ト
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
計
画
し
て
い
る
の
は
、
千
住
旭

町
に
在
住
・
在
動
の
4
人
の
方
た

ち
で
す

。

「
駅
の
東
口
か
ら
踏
切
ま
で
の

竰

い
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
は
、
無

味
乾
燥
で
何
の
お
も
し
ろ
み
も
な

い
も
の
で
し
た
。
こ
の
壁
に
向
か

っ
て
住
む
大
。
朝
夕
歩
く
大
た
ち

は
、
公
共
の
建
造
物
だ
か
ら
仕
方

な
い
と
、
あ
き
ら
め
耐
え
て
き
た

ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
な
ん
と
か

親
し
み
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
う
え
で
、
こ
の
壁

を
利
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え

た
の
が
。
ウ
ォ
ー
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

(壁
画
)
な
ん
で
す
」
と
代
表
の

内
藤
峯
夫
さ
ん
。

東
武
線
の
線
路
壁
2
7
0卜
に
沿
っ

て
絵
を
登
場
さ
せ
よ
う
と
い
う
大

が
か
り
な
計
画
の
実
現
に
向
け

て
、
今
年
2
月
、玉

ち
づ
く
り
ト

ラ
ス
ト
の
助
成
認
定
を
受
け
ま
し

た
。壁

画
は
、
タ
テ
1
.
6～
川
口
、
ヨ

コ
り
口
の
ボ
ー
ド
2
0～
3
0枚
を
便

用
。
イ

住
・
歴
史
の
ま
ち
か
ら
未

来
の
ま
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
千

住
の
ま
ち
や
人
々
の
生
活
・
文
化

を
表
現
す
る
グ
ル
ー
プ
作
品
を
公

募
す
る
計
画
で
、
広
く
児
童
、
学

生
や
一
般
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

予
定
で
す
。

「
1
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
よ
り
深
く
、

ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
た

ら
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
内
藤

さ
ん
。
7
月
～
8
月
に
絵
ボ
ー
ド

を
制
作
し
、
完
成
は
1
0月
ご
ろ
の

見
込
み
で
す
。

今
年
の
秋
に
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
手
づ
く
り
の
、
楽
し
い
散
歩
道

が
千
住
の
ま
ち
に
お
目
見
え
し
ま

内藤 峰夫 さ ん

ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
助
を

行
う
団
体
・
個
人
に
対
し
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

で

、
剛
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

が
行
っ
て
い
ま
す
。

北千住駅東
側の道が

絵
の
あ
る
散
歩
遭

に
な
り
ま
す

頑張ったネ!
今年度活躍した
小・中学生の皆さん

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体

育
活
助
な
ど
で
大
き
な
成
果

を
収
め
た
り
、
地
域
社
会
に

お
い
て
善
行
行
為
を
し
た
り

し
た
区
内
の
小
・
中
学
生
に

対
し
、
褒
賞
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
も
、
次
の
小
・
中

学
生
の
皆
さ
ん
が
区
艮
褒
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。(敬
称
略
)

▽
田
中
美
穂
(
五
反
野
小
)

…
陶
芸
コ
ン
ク
ー
ル
・
小
学

生
彫
塑
の
部
最
優
秀
賞

▽
川
口
寛
記
(
長
門
小
了

音
楽
鑑
賞
教
育
論
文
作
文
・

小
学
生
の
鄙
最
優
秀
賞

▽
山

口
裕
己

子
・
土
山
茜
(

花
保
小
了

音
楽
鑑
賞
教

育
論
文
作
文
・
小
学
生
の
部

佳
作

▽
柴

田
博
(
西
新
井

第
一

小
子

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳
競
技
大

会
・
H
～
1
2歳
男
子
1
0
0
m自

由
形
第
6
位

▽
堀
家
由
香
(
溯
江
第
二

小
)
/
白
井
美
和
子
(
花
畑

小
)
/
和
井
田
佐
知
子
(
花

畑
中
)
/
藤
本
優
子
(
竹
の

塚
中
了

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳
競
技

大
会
・
H
～
1
2
歳
女
子
椢
m

フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
5
位

▽
遠
山
優
(
西
伊
興
小
)
/

古

林

恵

太

郎
(
西

新
井

中
)
/
網
代
健
三
・
桐
山
真

一
(
第
十
四
中
)
・
:全
国
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季

水
泳
競
技
大
会
・
1
1～
1
2歳

男
子
揃
m
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
1

位
▽
西
川
実
里
(
東
島
根

中
)
/三
国
奈
津
子
(
第
十

一
中
了
パ
ン
パ
シ
フ
″
ツ

ク
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競

技
大
会
・
中
学
生
女
子
シ
ン

ク
ロ
の
部
第
2
位

▽
有
山
佳
子
(
第
六
中
了

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
競
技
大
会
・
中
学
生
の

部
団
体
女
子
第
1
位

▽
白
鳥
哲
也
(
第
十
四
中
)

…
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
第
3
位
(

都
選
抜
代
表
)

▽
小
松
信
明
(
蒲
原
中
T

東
京
都
中
学
校
地
区
対
抗
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
・
―
～

2
年
男
子
砲
丸
投
第
1
位

(都
中
学
新
)

▽
溯
江
小
学
校
(
1
4名
)
・・・

手
工
芸
美
術
展
・
小
学
校
の

部
文
部
大
臣
奨
励
賞

▽
加
賀
中
学
校
管
弦
楽
鄙
(
8

名
丁

全
日
本
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
・
中
学

校
の
部
打
楽
器
(
重
奏
金
賞

▽
第
十
四
中
学
校
男
子
水
泳

部
(
6
名
)・・・
全
国
中
学
校

選
抜
水
泳
競
技
大
会
・
男
子

燮

彙
1

位

▽
西
新
井
中
学
校
男
子
卓
球

部
(
7
名
)
・・・
全
国
中
学
校

卓
球
大
会
・
男
子
団
体
第
3

位
ま
た
、
こ
の
ほ
か
団
体
9

・
個
人
1
3
1名
の
皆
さ
ん
が

教
育
委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
《
教
育
委
員
会
》

魅
力
あ
る
広
報
ビ
デ
オ
に
す
る
た
め
(
あ
な
た
の
声
)
を

〝ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
〟

モ
ニ
タ
ー
募
集

区
で
は
、
区
政
の
動
き
や
区

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
ま
ち
の

話
題
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る
、

ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ

だ
ち
」
を
制
作
し
、
区
施
設
な

ど
で
の
放
映
、
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
で
、
よ
り

魅
力
あ
る
広
報
ビ
デ
オ
に
す
る

た
め
、
次
の
要
領
で
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
任
期
4

月
～
3
年
3
月

一
内
容

年
7
本
の
広
報
ビ
デ
オ

ー

を
見
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

一

答
(
ビ
デ
オ
は
郵
送
し
ま
す
)

応
募
資
格
2
0
歳
以
上
で
、区
-
-
　

内
に
引
き
続
き
6

ヵ
月
以
上

居
住
し
て
い
る
方

募
集
人
数
2
0

人
(
抽
選
)

謝
礼

広
報
ビ
デ
オ
(
年
7
本
)

お
よ
び
年
度
末
に
記
念
品

応
募
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
お
持
ち
の
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
の
種
類
(
v
H
s
　

か
ベ
ー
ダ
)
を
明
記

応
募
期
限
4

月
1
6日
(
必
着
)

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
報
課
ビ
デ
オ
担
当
(
〒
1
2
0
　

千
住
-
1
4
-
1
8

四
皎
1
　
1
1
1

㈹
)
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募

集

お
さ
ら
い
教
室
生
徒
募
集

新
年
度
か
ら
小
学
4
年
生
も
開
始
し
ま
す

お
さ
ら
い
教
室
で
は
、
4
月

か
ら
の
新
入
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
歌
室
は
。
経
験
豊

か
な
元
小
学
校
教
師
に
よ
る
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
碑
が
評
判
を

琳
て
い
ま
す
。
特
に
新
年
度
か

ら
は
、
従
来
の
小
学―
～
3
年

生
に
加
え
て
4
年
生
の
授
業
も

開
始
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
喃

習
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

□
西
保
木
間
教
室

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日
、
午

後
2
時
3
0
分
～
5
時
3
0分
　
(

各
学
年
1
時
間
づ
2

場
所
高
齢
者
事
集
団
会
羣
室
　

{
西
保
木
間
1
1
8
-
2
}

□
関
原
教
黨

日
時
`
'
四
火
・
木
略
日
、
T
　

後
2
叶
3
0分
～
5
叶
3
0分
　
(

冷
群
1

時
間
つ

ご

場
所

哺

幼
稚
園
(
関
。
'。
3

L
4
7
-
U

I
い
ず
れ
?

科
目

国
語
と
算
数

募
集
人
数

小
幸
I
～
4
年
上

各
学
年
2
0人
(
先
肴
順
)

薺
用

尺
額
4
千
円
～
5
1

助

円
申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

高
齢
者
事

業
団

四
脚
2
5
6
1

非
常
勤
職
員

保
育
園
(
保
母
)

勳
務
日
時
日
曜
・
祝
日
を
除
　

く
毎
日
、
午
後
3
時
1
5
分～
　

7
時
1
5分

勳
務
場
所

千
佳
あ
ず
ま
保
育

園

平

住
東
2
-
2
0
-
U

畷
酬

月
額
H
万
1
千
円
、
交

通
賢
支
給

応
事
賢
格

保
母
の
資
格
を
有

す
る
方

募
巣
人
数
1

人

探
用
日
4

月
1
日

陌
募
方
法

履
歴
一

持
参
(
自

筆
で
写
真
貼
付
)

応
募
瑚
限
3

月
2
3川

応
募
-
間
合
せ
先
杢
ぽ
耆
・
　

保
育
男
一
係・l

g
1
1
1
1

㈹

心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
看
護婦
)

勧
務
日
時
週
5
凵
、午
加
9
　

時
～
乍
後
4
時

勦
稀
場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

(
竹
の
塚
2
-
2
5
-
1
7
)

報
酬

口
額
1
万
汕
円

応
募
賢
格

栽
護
婦
の
賢
格
を

有
す
る
方

募
集
人
奴
1

人

挿
用
日
4

月
1
川

応
募
方
法

履
簾
齋
持
参

肓

筆
で
写
真
貼
付
}

応
募
・
聞
合
せ
先

心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー・
管
理
係

e
嵋
6
1
7
1

区
営
住
宅
(
あ
き
家
)

入

居

者

募

集

区
営
住
宅
の
あ
き
家
入
居
者

を
耳
桑
し
ま
す

。

対
象
巾
込
囗
現
在
、区
内
に
　

1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

募
集
者
数
第
1
櫁
。-
。般
世
帯
　

向
き
…
3
戸

募
集
忱
宅
名

ヱ
(
月
二
丁
目

第
3
ア
パ
ー
ト
・
:
2
戸

▽

新
田
二
丁
目
ア
バ
ー
ト
ー
:
1
　

戸
用
紙
交
付
・
申
込
受
付
期
間

3
月
2
2
日～
2
9
日

用
紙
交
付
鳩
所

本
斤
舎
・
祁

市
計
両
諌
腎
理
係
ま
た
は
足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
、
各

K
艮
事
務
所

※
申
込
資
橘
な
ど
く
わ
し
く

は
、『
申
込
み
の
し
お
り
』を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
郁
市
計

'。画
課
腎
理
係四

靦
1
1
1
1

㈹

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
初
級
)

養

成

講

習

会

日
時
4

月
2
0日
～
7
月
2
7
川

の
お
お
む
ね
忿
曜
日

筌
1
4
　

同
)
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時

3
0分

場
所

西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ホ
ー
ム
(
西
綾
瀬
4
-
5
-
　

旦
対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
初

め
て
朗
読
を
学
ぶ
方
で
、
講

習
会
柊
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
助
で
き
る
方

定
貝
S

人

筅

着
順
)

賢
用

無
料

石

だ
し

、
教
材

賢
等
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
、

郵
便
番
号

、
往
所
、
氏
名

、

電
話
番
号

、
乍
令
、
性
別

。

眼
業
を
明
記
。
返
信
用
(
ガ

キ
に
も
住
所
と
氏
名
を
記
入

申
込
・
£
合
せ
先

足
立
区
社

会
福
祉
協
翠
会
{
〒
凶
千
住

1
-
4
ぶ

瑟
1
5
5
　
0
}

ス
ポ
ー
ツ

第43回
都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

都
民
体
育
大
会
の
卓
球
と
剣

道
の
予
選
会
が
、
次
の
要
領
で

開
噛
さ
れ
ま
す

□
水
球

臼
時

▽
4
月
1
5日
二

般
の

部

▽
2
2日
・・・
中
学
の
部
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら

場
所

▽
一
般
・
:江
北
体
育
館

▽
中
干

・
東
和
体
育
館

租
目

▽
男
子
=
中
宇
生

一

般
、
シ
ニ
ア
屁

戚
以
占

、

ベ
テ
ラ
ン
(
5
0蛟
以
上
)

▽

女
子
・
"
中
学
生
、
一
般

シ

ニ
ア
(
3
0療
以
上
)

ペ
テ
ラ

ン
{
4
0歳
以
上
}

賢
格

区
内
在
住
・
在
助
・
在

学
者
ま
た
は
区
連
盟
会
气
　
1

人
2
種
目
ま
で
出
場
可

宍
用

一
般
朋
円
、
中
宇
生
劭

円

蕋

日
会
場
で
納
入
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
仕
所
、

氏
名
。
年
齢
、
勤
務
先
、
登

録
ク
ラ
ブ
名
、
出
場
種
目
を

明
記
。
中
学
生
は
各
巾
宇
校

で
と
り
ま
と
め
の
う
え
申
し

込
む

申
込
期
限

▽
一
般
…
3
月
2
6
　

日

▽
中
学
・
:
4
月
口
日

、

い
ず
れ
も
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

▽
一
般
・
:

区
連
盟
・
庄
司
徳
之
助
{
〒

圖
西
伊
興
4
-
5
-
1
1

四

S
2
0
3
8
}

▽
中
学
・・・

堀
口
正
之
(
1
1
-
3西
竹
の
塚

―
-
8
j
l

第
十
四
中
学

校

枩
励
1
1
9
1
)

□
剣
道

日
時
4

月
3
0日
(
祝
)
、
午
前

8
時
3
0分
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
大
体
育
室

種
目
・
方
法

個
人
戦
、
段
別

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

賣
格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
(
高
校
生
以
上
は
区
連

哭

″
員
の
み
)

費
用

枷
円
(
傷
害
保
険
料
含

兌
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
段
位

電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
参
加
賢

を
添
え
て
郵
送
(
現
金
S
留
)

申
込
期
限
4

月
1
2日
必
着

中
込
・
問
合
せ
先
X

連
盟
・

金
子
成
克

♀
'
‘千
住
5
-
　
3
2
-
M

舂
8
8
1
2
0
4恚

税
・
年
金

お

急
ぎ
く
だ

さ
い

原
動
機
付
自
転
車
の
廃
車
等
の
手
続
き

次
の
よ
う
な
原
助
強
付
自
転

車
を
お
持
ち
の
方
は
、
廃
車
届

ま
た
は
名
嚢
変
更
届
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
壊
れ
て
乗
れ
な
い
も
の

▽
盗
羅
に
あ
い
、
硯
在
ま
で
発

見
さ
れ
な
い
も
の

▽
届
出
を
し
な
い
で
、
売
っ
た

り

譲
っ
た
り
し
た
も
の

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

▽
嚀
澱

交
付
証
明
書
(
盗
難
・
紛
失

の
燮
a

、
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
)

▽
印
か

ん
※
3
月
3
1冂
ま
で
に
廃
車
届
も

し
く
は
名
義
変
更
届
を
し
ま
せ

ん
と
、
半
成
2
年
度
軽
自
動
車

撹
が
課
碗
さ
れ
ま
す
。
他
人
に

譲
っ
た
方
、
廃
車
届
を
代
理
人

に
依
頼
し
た
方
は
。
必
ず
鹿
車

届
出
沸
書
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

鰹
自
助
車
悦
係四

四
5
0
8
8

3
月
の
ね
ん
き
ん
出
張
相
談

今
月
は
千
住
地
区

足
立
社
会
保
険
事
柄
所
の
年

金
専
門
官
と
共
同
で
、
年
金
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
3

月
2
0日
(
火
)
、
午
前

9
時
3
0分
～
午
優
4
時

場
所

本
庁
舎
(
千
佳
)
7
階

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

e
跏
5
1
'
D
I

仕

事

求

人

求
職
は

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ

凧
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・

求
職
の
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。

□
事
業
主
の
方
へ

家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
手
什

事
な
ど
。
内
職
に
適
し
た
仕
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
家
庭
で
内
職
を
し
た
い
方
　

求
人
票
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す
。
条
件
に
合
っ
た
仕
事
が
あ

れ
ば

。
ご
紹
介
し
ま
す
。
ミ
シ

ン
縫
い
汲
服

、
皮
製
品
)
、
ま

と
め
(
ボ
タ
ン
付
け
、
ま
つ
り

な
と

、
皮
製
品
の
の
り
付
け

等
の
什
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

□
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ーで
働
き
た

い
方

求
人
公
開
カ
ー
ド
が
自
由
に

見
ら
れ
ま
す
。
希
望
す
る
条
件

に
介
っ
た
企
廿
・
職
種
等
の
相

談
・
紹
介
を
斤
っ
て
い
ま
す
。
'
r

育
て
に
于
が
か
か
ら
な
く
な

っ
た
の
で
働
き
た
い
と
考
え
て

い
る
方
な
ど
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

峨
所
・
問
合
せ
先

職
業
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
{
綾
瀬
駅
西

凵
下
車
徒
歩
3
分

綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
内
}

き
辧
3
5
8
4

福

祉

〈
新

制

度

〉

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

4
月
1
日
か
ら
始
ま
る
こ
の

利
度
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

が
病
気
や
ヶ
が
な
ど
を
し
た
場

合
、
安
心
し
て
医
累
に
か
か
れ

る
よ
う
、
医
療
W
の
一
部
を
区

が
助
成
す
る
も
の
で
す
。
申
請

に
よ
り
医
療
証
を
交
付
し
ま

す
。
受
診
の
際
に
は
交
付
し
た

医
震
証
を
健
康
保
険
証
と

】緒

に
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

。

□
助
成
が
受
け
ら
れ
る
方

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
医
療

保
険
の
加
入
者
で

、
次
に
該
当

す
る
児
童
(
1
8
嗽
に
な
っ
た
年

の
年
度
末
ま
で
畊
燬

。2
0歳
未

満
で
中
鷹
以
上
の
障
害
の
あ
る

児
童
を
含
む
)
と

、
そ
の
児
童

を
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
粡
家

庭
の
方
(
所
得
制
限
あ
り
)
。

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た
は

母
が
死
亡

、
生
死
不
明
、
重
度

陣
害
ま
た
は
法
令
に
よ
り
1
年

以
と
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父

ま
た
は
母
に
1
乍
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る

▽
父

が
い
な
い

(毋
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し

た
児
童
で
父
に
肥
知
さ
れ
て
い

な
い
)

□
申
崎
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍
讚
本
(
申
躊
者
・
児
童
)
1

通

▽
健
愿

震

証
(
申
請

者
・
児
童
)
V

印
か
ん

▽

身
体
障
害
者
手
帳

、
愛
の
手
恨

▽
昨
年
1
月
2
口
以
降
足
立
区

に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地

の
区
市
町
村
長
発
行
の
所
得
証

明
書
(
児
童
扶
費
千
当
用
)

▽

区
内
に
住
民
登
録
の
な
い
方

は
、
紲
柄
の
記
載
の
あ
る
世
帝

全
員
の
住
民
票
1
通

□
児
一
扶
養
手
当
受
給
者
が
申

饋
す
る
場
合
に
必
一

な
も
の

▽
児
童
怯
零
f
当
証
S

▽
健

康
保
険
証

▽
印
か
ん

申
晴
・
問
合
せ
先

本
庁
舍
・

児
童
医
療
廻
当

四
盥
1
1
1
1

㈹

所得制限限度額

控除額一覧

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

車
い
す
の
賃
し
出
し

場
所
を
変
更

従
来
、
心
身
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
た
車
い
す
賃

し
出
し
事
業
は
、
4
月
1
日
か

ら
北
部
襌
祉
事
務
所
で
実
施
し

ま
す
。

4
月
1
日
以
降
に
車
い
す
の

貸
し
出
し
、
返
却
、
更
新
の
手

続
き
等
を
す
る
方
は
、
北
部
福

祉
事
務
所
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。北

部
福
祉
事
務
所
は
、
心
身

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
竹

の
塚
セ
ン
タ
ー
の
2
階
に
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
先

・・
3
*
1障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
相
談
係

a
揃
6
1
7
1

身
体
障
害
者
用

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

さ
し
あ
げ
ま
す

交
付
日
時
3
月
2
0
・
2
2
-
2
3
　

日
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
　

3
0分

足

午
～
午
後
1
時
の

間
を
除
く
)

対
象

区
内
に
注
民
登
録
の
あ

る
方
で

、
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
符
し

、
次
の
薺
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
ド
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
　

害
を
持
つ
1
～
3
級
の
方
　

▽
視
力
阻
客
1

級
の
方

▽
内
部
障
害
1

級
の
方

奈
た
だ
し

、
自
動
車
燃
科
W
の

助
鹿
を
受
け
て
い
る
方
は
タ
タ

シ
ー
券
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

身
体

障
害
者
手
恨
と
印
か
ん

巓
交
付
日
に

、
都
合
に
よ
り
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、3

月
2
6日

月
)

か
・
り
随
時

、
交

付
し
ま
す

。

文
付
場
所
・
問
合
せ
先

各
福

雉
事
務
所
ま
た
は
本
斤
舍
・

阻
齊
搨
祉
係壺

唹
1
1
1
1

㈹

催

し

物

郷
土
博
物
館
・
特
別
展

足
立
の
歴
史
散
歩
展
Ⅱ

伊

輿
寺
町
を

め
ぐ

っ
て

今
回
は

、
古
刹
が
軒
を
う
ら

ね
る
豊
か
な
犀
史
を
秘
め
た
土

地
・
伊
興
地
区
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

会
期
5
月
1
3
口
百
i
で
　

万
だ
し
月
曜
日
は
休
館
)

開
館
時
間
午
前
9
時
～
午
後
　

5
時

又

館
は
乍
後
4
時
3
0
　

分
ま
で
)

内
容

マ
伊
興
地
区
の
文
化
財

の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
…
応
硯

寺
・
山
門
、
実
悁
院
・
ま
ん

だ
ら
な
ど

▽
伊
興
遺
跡
か

ら
の
出
土
品

▽
当
館
浮
世

絵
り』レ
ク
シ
ョ
ン
…
女
藤
広

重
ほ
か

入

館
料

▽
一

般
劭
円

▽

小
・
中
学
生
川
円

無
料
公
開
日
5

月
5
旦

祝
)

場
所
・
間
合
せ
先

郷
土
博
物

館

四
6
2
0
9
3
9
3

き り 絵 ・ 白 旗 塚 史 跡 公 園
( 柬 伊 具 町)

青

年

セ

ン

タ

ー

《
3

月
の
シ
ネ
サ
ロ
ン

》

◎
魔
女
の
宅
急
便

『
飛
ぶ
こ
と
』
し
か
知
ら
な

い
新
米
魔
女
キ
キ
が
。
黒
描
の

ジ
ジ
と
修
業
の
旅
に
。
新
し
い

町
で
宅
急
便
を
通
じ
て
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
い
。
成
艮
し
て

い
く
様
子
を
描
い
た
、
心
暖
ま

る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
す

。

日
時
3

月
2
3日
(
金
)
、
午
後

7
時
か
ら

定
一
8
0

人
(
当
日
先
一

駟
)

費
用

無
料

崎
所
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

夭

師
胯
駅
前
)

一
　
膕
0
0
6
1

足
立
区
職
員
研
修
所

公
開
講
座

自
治
体
大
学
閉
校
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
特
別
区
ま
ち
づ
く
り
事
情
』

特
別
区
の
課
題
に
対
す
る
独

自
の
取
り
組
み
を

。
他
区
か
ら

の
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
考
え
ま
す
。

日
時
3
月
1
7
日
王
)
、午
後
　

2
時
～
5
時

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

村
瀬
誠

氏
(
墨
田
区
職
艮
・
ソ
エ
フ

I
シ
ス
テ
ム
研
究
会
)

パ
ネ
リ
ス
ト

▽
八
頭
司
達
郎

氏
(

世
田
谷
区
企
画
課
畏
)
　

佐
久
間
紀
剛
氏
(
豊
島
区
国

賑
化
対
策
副
参
事
)

▽
徳
永
矚
男
氏

篳
田
区
一

寺
曹
問
防
災
ま
ち
づ
く
り
の

会
)

定
員
3
0
人
(
先
昔
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法
I
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
区
職
員
研
修
所

魯
劔
8
8
4
1

第
9
回

グ
ル
ー
プ
茜
油
絵
展

東
部
区
民
囁
祉
セ
ン
タ
ー
絵

画
教
室
・
研
究
会
の
受
講
生
の

作
品
展
で
す
。日
ご
ろ

の
勉
強
の
成
果
を
、ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
。

会
期
3
月
1
5
日
～
2
1
　

日
、午
前
1
0
時
～
午
　

後
6

時

石

だ
し
、

2
0日
は
休
場
)

場
所

西
新
井
区
民
ホ

ー
ル

Ξ
チ
イ
西
析

井
店
4
階
)

問
合
せ
先
東
部
区
民
綢
祉
セ
　

ン
タ
ー
a
6
7
1
0
1

展 示 作 品 か ら

第4 回

足
立
区
観
光
写
真

コ

ン

ク

ー

ル

入
選
作
品
展
示
会
と
入
選
者
発
表

今
回
は
、
前
回
函

点
)
を
上

回
る
心
点
の
応
募
が
あ
り
。
審

萓
の
結
果

、
次
の
方
々
が
入
選

し
ま
し
た
。

な
お

、
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

、
ご
覧
く
だ

さ
い
。(
敬
称
略
)

實

▽
推

せ
ん
(
区
畏

賞
)・・『

広
瀬

君
代
(
千

佳
仲

町
)
　

▽
特
選
(
覿
光
協
会

会
長

貪
丁

曽
合
清
治
(
伊
輿
三

丁
目
)

佐
葱

筮

平

注
二

丁
目
)

▽
凖
特
　
・・・
桑
谷

誠

♀

住
元
町
)
ほ
か
3
名

▽
入
選
・・『
西
山
久
蔵
(
江
北

円
丁
目
匯

か
9
名

▽
佳

作
・
・・
今
井

七
郎
♀

住
柳

町
)
ほ
か
1
4名

厩
示
期
間
3
月
2
3
日
～
2
8
日

場
所

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

問
合
せ
先
足
立
区
観
光
燮
y
　

事
務
局

四
翻
5
1
9
1

「推せん」作品「初雪の西新井大師」
( 広 瀬 君 代 さ ん 〉

お
知
ら

せ

3
月
1
9日
か
ら

(
財
)
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

事
務
所
を
移
転

軸
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

の
事
務
所
が

、3
月
1
9日
か
ら

左
記
に
移
転
し
ま
す
。

移
転
先

續
瀬
2
-
3
0
-
6
　
(

東
部
工
事
事
務
所
6

階
)
　

S
7
7
6
1
　

な
お
、
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン

童
は

、3
月
2
6
日
か
ら
本
庁

舎
・
仲
町
分
室

吊

住
仲
町
1
8
、

魯
8
7
0
3
7
3
0
)
に
移
転
し
ま

す

。

問
合
せ
先

軛
足
立
Z
ま
ち
づ

く
り
公
社

魯
8
7
0
3
6
1
1
　
　
　
7

月
1
7日
ま
で
}

英語
中国語
ハングル語で

生活ガイド
ブックを発 行

日
本
で
の
生
活
を
ご
家
内
す

る

外
国
人
向
け
の
ガ
イ
ド
プ

ツ
ク
を
発
行
し
ま
し
た
。
英

晒
・
中
国
晒
・
(
ン
グ
ル
語
版

の
3

榲
類
に
分
か
れ
て
い
ま

す

。新
規
に
外
国
人
登
録
を
し
た

方
を
対
象
に
、
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
必
要

な
方
に
も
差
し
あ
げ
ま
す
。
ご

近
所
の
外
国
人
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

配
付
場
所

中
央
本
町
庁
舎
・

外
国
人
登
録
係

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
報
保

壺
限
1
1
1
1

㈹

補
助
第
2
5
8号
線

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
か

4
月
4

日

開
通
し
ま
す

東
武
線
と
交
差
す
る
都
市
計

唔
露
・
補
助
2
5
8
号
線
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
エ
事
i
原
二
丁
目
～

円
丁
目
閣

、
延
長
叭
び
)
が
3

月
末
忌

晟

し

、4
月
4
日

(
水
)
に
開
通
し
ま
す
。

こ
の
閧
通
に
よ
り

、
東
武
線

で
分
断
さ
れ
て
い
る
栗
原
地
区

は
も
と
よ
り
。
区
の
東
西
交
通

の
便
が
一
段
と
良
く
な
り
ま

す
。な

お

、
当
日
は

、
栗
原
・
六

月
町
土
地
区
画
整
理
組
合
の
主

催
で
閧
通
式
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
斤
舎
・

f
I
I

昌
5
2
0
7

東貫練と補助100 号線をアンダーパスします

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 住 保 健 所 　886- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171

中央本 町保健相談所　880- 5351

掲
示
板

□

心
臓

病
児

を
持

つ
貎

の

う
ど

い
開
催

日
時
3
月
1
8
旦
日
)
、午
前
　

項
時
～
午
筏
4
時
{
受
付
は
　

午

前
9

時
3
0

分

か
ら
}

鳩
所
カ
ン
ダ
パ
ン
セ
ホー
ル
　

(
千
代
田
区
西
神
田
?
9
　

-
1
0
)
'

入
場

無
料

対

象

心

臓

偶
の

お
子

さ
ん

を

持

つ
家

族

内
容

▽
講

演
「

先
天
怯

り
疾

患

の

術
後

の
長

期
管
理

」

▽

日

常

生
活

と
医

療
相

駁

定
員
枷
人
i
日
先
着
順
)

巓
車
や
お
子
さ
ん
連
れ
で
の
来

鳩
は
。
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
昼
食
は
各
自
用
意
。

問
合
せ
先
都
・
衛
生
局
母
子
　

衛
生
課
e
2
1
2
5
1
1
1
内
　

紳
2
8
-
s

□
技
能
向
上
釧
練
「
3
級
簿
妃
」

日
時
・
内
容
▽
基
礎
・
=
4
月
　

1
1
日～
2
5
日
▽
取
引
の
記
　

帳
・
'『
4

月
2
7

日

～
5

月
1
6

日

▽
決

算
お

よ
び

伝
票
・・・
5

月

1
8
日～
6
月―
日
の
3
コ
ー
　

ス
孚
日
制
)
、午
後
6
時
　
～

8
時
2
5分

定
員

各
コ
ー
ス
と
も
拓
人

旡
一

順
)

費
用

各
コ
ー
ス
と
も
千
円
　
(

返
還
し
ま
せ
ん
)

受
付
日
時
4
月
2
日
～
4
　

日
、午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
　

7
時

賢
付
方
法

直
接
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
等
殿
業
技
術
専
門
校

g
6
1
4
9

□
在
宅
難
病
患
者
緊
急
一
時
入

院
事
業

都
で
は

、
在
宅
の
畛
病
患
者

の
介
護
者
が
儕
気
・
事
故
な
ど

の
た
め
一
時
的
に
介
護
困
難
に

な
っ
た
と
き

、
患
者
4
>
m定
病

院
に
一
時
入
院
さ
せ
る
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

都
内
在
住
の
曜
病
患
者

利
用
期
問

原
則
と
し
て
1
ヵ

月
以
内

利
用
痢
院

▽
都
立
墨
東
病
院

▽
都
立
大
零

病
院

▽
至
誠

会
第
二
病
院

入
院
費

医
療
暈
助
成
制
度
を

受
け
て
い
る
方
は
、
原
則
と

し
て
無
料

移
送

申
隋
者
が
吁
う

申
込
・
間
合
せ
先
都
・
衛
生
　

局
特
殊
疾
病
対
策
課
叶
画
係
　

酋
m
5
1
1
1
内
線
2
8
-
稍

□
少
年
相
談
所
開
設
(
無
料
)

日
時
3
月
2
3
日
～
2
5
日
。午
　

前
1
0
時
～
午
後
5
時

場
所

大
丸
東
京
店
(
9
階
)

内
容

非
行

、
悩
み
ご
と
、
性

惓

心
理
な
ど

、
お
子
さ
ん

に
関
す
る
相
談
全
般

閊
合
せ
先

番
観
庁
少
年
第
一

眸
(
少
年
相
耿
室
)

e
s
4
3
2
1

□
3
月
2
0日
～
2
6日
は

、
眷
の

防
犯
運
動
実
施
期
M
で
す
　

昨
年
区
内
で
は

、
空
巣
ド
ロ

ボ
ウ
等
が
千
跖
件

、
皀
勳
車
な

ど
の
乗
物
ド
ロ
ボ
ウ
等
が
1
万
2

千
9
8
件
も
発
生
し
て
い
ま

す

。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。

▽
カ
ギ
を
し
た
そ
の
手
そ
の
目

で
も
う
一
度

▽
キ
ー
拔
い
て

気
を
ぬ
か
な
い
で
ド
ア
ロ
ツ
ク

▽
功
子
を
守
る
一
戸
み
ん
な
の

♀

住
・
酉
新
井
・
綾
瀬
警
察
暑
》
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子育ての悩み

引き受けます
花畑区民センター・保健相談

「
子
育
て
の
知
恵
を
、
専
門

家
か
ら
助
言
・
援
助
し
て
も
ら

え
た
ら
・・・
」

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
1
木
曜
日
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
H
時
3
0分
ま
で
、
足
立

保
健
所
の
保
健
婦
さ
ん
を
囲
ん

で
母
と
子
の
健
康
や
育
児
に
つ

い
て
話
し
合
う

「
保
健
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
話
の
内
容
は
、
主
に
2

～
3
歳
児
が
対
象
。ア
ト
ピ
ー
、

予
防
接
種
、
視
力
発
達
な
ど
、

毎
回
テ
ー
マ
は
あ
り
ま
す
が
。

そ
れ
と
は
別
に
個
人
的
な
悩
み

や
疑
問
を
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
少
人
数
の
集
ま
り

の
良
さ
で
し
ょ
う
。
活
助
は
1

年
半
に
な
り
ま
し
た
。

夭

勢
の
人
の
前
で
は
、
し

に
く
い
質
問
も
。
こ
こ
で
な
ら

気
軽
に
で
き
ま
す
」
と
小
野
多

津
子
さ
ん
(
花
畑
四
丁
目
)
。

「
越
し
て
来
た
ば
か
り
で
知

り
合
い
も
無
く
不
安
だ
っ
た
の

で
す
が
い
身
近
に
こ
う
い
う
場

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
心
強
く

な
り
ま
し
夕

と
、
こ
の
日
、

初
参
加
し
た
遠
藤
ひ
と
み
さ
ん

(花
畑
四
丁
目
)
。

悩
み
多
き
子
育
て
中
の
お
毋

さ
ん
、一
度
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

酋
跏
2
6
1
7

子供たちを脇で遊ばせながら、
身近な悩みを相談

環
七
・
大
谷
田
交
差
点
で

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
進
行
中

環
七
と
葛
西
用
水
、
飯
塚
橋

か
ら
の
道
が
交
わ
る
大
谷
田
交

差
点

。
区
で
は
、
葛
西
用
水
の

親
水
化
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
歩

行
者
専
用
地
下
道
を
つ
く
る
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
く
つ

も
の
信
号
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
交
差
点
を
、
一
気
に
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
し
て
し
ま
お
う
と

い
う
計
画
で
す
。

地
下
道
は
、
既
設
水
路
の
底

を
1
び
堀
り
下
げ
、
内
部
を
夕

テ
2
つ
に
仕
切
っ
た
も
の
で
。

歩
道
部
分
は
幅
4
び
、
高
さ
2
.
5

貝

長
さ
7
2・
5
口
。
通
路
内
は

桜
や
鳥
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
化
し

た
絵
タ
イ
ル
で
装
飾
し
、
途
中

に
防
犯
ブ
ザ
ー
も
設
置
、
出
入

口
の
階
段
に
は
自
転
車
を
押
す

た
め
の
ス
ロ
ー
プ
も
設
け
ら
れ

ま
す
。
仕
切
り
の
も
う
一
方
は

幅
日
いの
水
路
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
は
埋
設
物

も
多
く
、
沺
バ
いの
水
道
本
管

や
ガ
ス
管
、
旧
水
路
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
が
帯
状
に
残
っ
て

い
る
と
い
う
難
工
事
。同
交
差

点
は
交
通
量
が
多
い
た
め
、
通

行
止
め
に
す
る
こ
と
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
め
げ
ず
に
(
?
)

現
在
、
葛
西
用
水
沿
い
に
あ
る

南
北
の
出
入
口
付
近
を
堀
削

中
。
来
年
3
月
末
の
開
通
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

工
事
情
報

・
道
路
堀
削
復
旧
(
神
明
二

丁
目
5
～
三
丁
目
2
4
、～
1
0

月
)

卞
水
道
保
木
間
二
・
三
丁
゛

目
付
近
T
3
年
3
月
)
、酉

保
木
間
丁
二
丁
目
付
近
。

T
3
年
1
月
)
-
ノ
ヽ

地下道断面図

百
寿
を
祝
っ
て

新
年
初
会
謡
曲
大
会

2
月
1
8日
、
足
立
謡
曲
連
盟

が
主
催
す
る
新
年
初
会
謡
曲
大

会
が
ひ
か
わ
会
館
(
千
住
本
氷

川
神
社
内
)
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、波
止
梅
枝
さ
ん
♀

住
二
丁
目
在
住
)
の
百
寿
の
お

祝
い
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
方
が

参
加
。

大
熊
会
長
か
ら
「
謡
曲
は
年

に
関
係
な
く
い
っ
で
も
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
心
身
の
健

康
に
役
立
つ
こ
と
を
、
波
止
さ

ん
が
証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
」

と
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
記
念
品
と
花
束
が
波
止
さ

ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
リ

ア
6
0年
の
波
止
さ
ん
は
、
謡
曲

「
鶴
亀
」
を
披
露
。
人
生
の
深

み
を
持
つ
伝
統
の
一

き
が
会
場

に
流
れ
ま
す
・・・
。

詰
め
か
け
た
皆
さ
ん
か
ら
盛

大
な
拍
手
を
受
け
、「
こ
れ
か
ら

も
、謡
曲
は
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
元
気
に
語
る
波
止
さ
ん
で
し

た
。

謡曲「鶴亀」を披露する波止さん

お母 さんの
外国人よろず相談会

千 寿 第 四 小 学 校PTA

千
寿
第
四
小
学
校
P
T
A

の

お
毋
さ
ん
た
ち
が
、
外
国
人
の

お
母
さ
ん
た
ち
を
招
待
し
て
テ

ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
ま
し

た
。こ

れ
は
、
日
本
で
の
生
活
や

子
育
て
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
何
か
お
役
に
立
ち

た
い
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

手
作
り
の
お
に
ぎ
り
や
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
な
が
ら
の
和

や
か
な
会
話
の
中
で
、
外
国
人

の
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
『
言
葉

が
通
じ
な
い
時
は
本
当
に
不
安

で
し
た
が
、
今
は
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
助
か
っ
て
い
ま
す
」「
子
供
が

小
さ
い
の
で
病
気
の
時
が
心
細

い
」
な
ど
日
常
生
活
で
の
心
配

ご
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

P
T
A

の
お
毋
さ
ん
た
ち

は
、「
何
で
も
遠
慮
な
く
話
し
か

け
て
く
だ
さ
い
、
お
手
伝
い
し

ま
す
」
と
心
強
い
エ
ー
ル
を
送

り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

なごやかな中にも真剣な相談が、
数多くありました

工
事
情
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疂
圜

公
園
予
定
地
一
部
開

放
造
成
(
千
住
曙
町
3
5、～
3

月
)

し

ド

厂

ま
ち
か
ど
おい

し
ん
ぼ

寒
仕
込
み
手
造
り
み
そ

豆
の
煮
え
る
に
お
い
と
米

麭
の
甘
い
香
り
が
漂
う
部
屋

に
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
に
ぎ
や

か
な
声
が
I
い
て
い
ま
す
。
'

廴

月
6
日
、
鹿
浜
二
丁
目
の

糀
屋
水
川
神
社
、
町
会
社
務
所

で
。
鹿
浜
糀
屋
町
会
婦
人
部
の

み
な
さ
ん
が
、
自
家
製
の
み
そ

造
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
材
料
は
、
大
豆
と
米
麹
、

そ
れ
と
塩
だ
け
、
防
腐
剤
や
添

加
物
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い

の
で
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
ま
す
。
塩

分
も
ひ
か
え
ら
れ

ま
す
し
ね
。
味
や

香
り
も
抜
群
。
家

で
も
市
販
の
も
の

よ
り
お
い
し
い
と

好
評
で
す
」
と
、

み
そ
造
り
を
指
導

し
て
い
る
新
田
律

子
さ
ん
。

今
年
で
3
回
目

と
い
う
こ
の
み
そ

造
り
。
最
初
は
、

数
人
の
大
た
ち
が

趣
味
で
造
つ
て
い

た
も
の
を
、
お
す
そ
分
け
し
た

り
し
て
い
る
う
ち
に
「
こ
れ
は
、

お
い
し
い
H
一
」
と
評
判
に
。
今

で
は
、
お
よ
そ
3
0人
の
仲
間
が
。

手
製
み
そ
造
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

「
雑
談
を
し
た
り
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
み
ん
な

和
気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
で
や

っ
て
ま
す
。
い
い
ス
ト
レ
ス
解

消
に
な
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
、

み
そ
を
容
器
に
詰
め
る
時
に
、

み
そ
の
中
に
空
気
が
入
ら
な
い

よ
う
、
団
子
状
に
し
て
容
器
の

へ
り
に
た
た
き
つ
け
る
ん
で

す
。
こ
の
時
な
ん
か
、
み
な
さ

ん
£
る
人
"
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
や
っ
て
る
み
た
い

で
す
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
婦
人

部
畏
の
小
島
昌
子
さ
ん
。

熟
成
期
間
を
経
て
1
0月
に
食

べ
ご
ろ
に
な
る
と
い
う
こ
の
手

造
り
み
そ
。
近
所
に
お
す
そ
わ

け
し
た
り
、
婦
人
部
の
催
し
物

で
便
わ
れ
た
り
。
ま
ち
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
育
成
に
一
役
か
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

いい香り、なこ・やかムードのみそ造り

放流を待つ
サケ の稚魚

「
あ
だ
ち
広
報
」1
月
1
日

号
で
お
伝
え
し
た
、
西
伊
具
児

童
館
で
の
サ
ヶ
の
卵
の
配
布
。

そ
の
後
3
ヵ
月
た
っ
た
現

在
、体
長
約
5
?
口
の
立
派
な

稚
魚
に
成
長
。
元
気
に
水
槽
の

中
を
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
化
に
失
敗
し
て
し
ま
っ

た
お
子
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、

ご
覧
の
よ
う
に
こ
ん
な
に
育
ち

ま
し
た
。子
供
た
ち
は
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
世
話
を
し
て

き
た
サ
ヶ
が
広
々
と
し
た
川
に

放
さ
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
」
と
青
木
健
一
館
長
。

元
気
に
育
っ
た
サ
ヶ
は
、3

月
1
8日
に
、
子
供
た
ち
の
手
に

よ
り
利
根
川
に
放
流
さ
れ
ま

す
。
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遍
路
歩
道
設
置
(
舎
人
一

丁
目
1
3
～
五
丁
目
―
、～
6

月
)

孥
水
道
鹿
浜
五
丁
目
付
添
　

(
～
9
月
)
、栗
原
】丁
目
付

近
(
～
3
年
1
月
)
`
≒

体長5 センチに成
長したサヶの稚魚

3 世代をつないだ

あそび場マップ
千住区民福祉センター文化祭

子
供
た
ち
の
遊
び
と
遊
び
場

を
、明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て

作
ら
れ
た
「あ
そ
び
場
マ
ッ

プ
」
。3
月
2
日
～
4
日
、千
住

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
で

発
表
さ
れ
、
と
て
も
好
評
で
し

た
。マ

ッ
プ
作
り
は
、
子
供
か
ら

お
と
し
よ
り
ま
で
総
勢
1
6
0人

が
、
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
活
助
。
ミ
ス
テ
リ
ー
な
場

所
や
地
域
の
職
人
さ
ん
探
険
を

し
た
「
子
ど
も
探
険
隊

」、
お
と

し
よ
り
か
ら
昔
の
遊
び
の
様
子

な
ど
を
聞
き
取
っ
た
「
む
か
し

探
険
隊
」
。遊
び
場
の
問
題
点
な

ど
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
た
「
大

人
探
険
隊
」、そ
し
て
子
供
た
ち

の
理
想
の
ま
ち
を
模
犁
化
し
た

「
未
来
の
ま
ち
工
作
」
。そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
で
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
探
り
、
地
図
に
ま
と
め
ま
し

た
。大

人
探
険
隊
に
参
加
し
た
方

は
、「
見
直
す
べ
き
所
が
多
か
っ

た
。P
T
A

な
ど
に
も
活
動
の

枠
を
広
げ
た
い
」(富
井
幸
子
さ

ん
、千
住
桜
木
二
丁
目
在
住
)
、

「
昔
良
か
っ
た

こ
と
を
今
の
子

供
に
当
て
は
め

て
も
無
理
。
今

の
良
さ
を
見
直

す
べ
き
」(永
堀

協
子
さ
ん
。
千

住
元
町
在
住
)

と
熱
心
に
語
っ

て
い
ま
し
た
。

あ
そ
び
場
マ

ッ
プ
を
き
っ
か

け
に
、
セ
ン
タ

ー
周
辺
の
ふ
・

中
学
校
。
1
4の

町
会
・
自
治
会

な
ど
が
参
加
し
て
、「
子
ど
も
を

育
む
地
域
連
絡
会
」も
発
足
し
、

よ
り
大
き
な
活
動
の
輪
に
。

さ
て
、
次
は
ど
ん
な
活
動
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
、
楽
し
み
で
す
。

「未3R の まち工彳乍」は、子f共た ちの夢 力气 つヽぱい

8
6
0
の
力
作

障
害
者
総
合
作
品
展

2
月
2
2
日
～
2
6
日
、
西
新
井

ニ
チ
イ
4
階
の
区
民
ホ
ー
ル
で

「
足
立
区
障
害
者
総
合
作
品

展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
始
ま
り
、

今
年
で
6
回
目
の
催
し
。
養
護

学
校
や
障
害
者
福
祉
施
設
な
ど
2
8

団
体
8
0
0人
か
ら
絵
画
、手
芸
、

陶
芸
な
ど
8
6
0点
の
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。

丹
念
に
作
ら
れ
た
っ
ぼ
や
木

箱
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
、

い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
。

谷
在
家
ひ
ま
わ
り
作
業
所
指

導
員
の
伊
藤
敏
子
さ
ん
は
、「
う

ち
の
作
業
所
の
利
用
生
は
、
生

け
花
の
出
品
で
頭
を
悩
ま
し
て

い
ま
し
た
が
、
で
き
あ
が
っ
た

作
品
を
見
て
非
常
に
満
足
そ
う

な
笑
顔
を
浮
か
べ
て

い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
も
っ

と
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
、

連
れ
立
っ
て
き
た
利
用
生
と
い

っ
し
ょ
に
作
品
鑑
賞
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

自分 や 友だ ちの 作品 を
見 つけ ては 、 大喜 び

TO. 240, 000


